
　
神
戸
空
港
マ
リ
ン
エ
ア
が

日
、
開
港
６
周
年
を
迎
え
た
。
神
戸
の
中
心
部
三
宮
か
ら
わ
ず
か

分
と
い
う
利

便
性
や
、
神
戸
と
い
う
人
口
密
集
地
域
を
後
背
と
す
る
こ
と
か
ら
地
方
空
港
と
し
て
ト
ッ
プ
の
搭
乗
客
数
を
誇

る
。
た
だ
、
２
０
１
１
年
に
関
西
国
際
空
港

関
空

と
大
阪
国
際
空
港

伊
丹
空
港

の
統
合
法
が
衆
院
本
会

議
で
可
決
・
成
立
し
た
今
、
そ
れ
ま
で
神
戸
を
含
め
た
３
空
港
一
体
化
構
想
が
宙
に
浮
い
た
状
況
が
続
い
て
い

る
。
今
後
、
経
営
統
合
す
る
新
会
社
と
ど
う
向
き
合
う
か
、
新
た
な
道
は
開
け
る
の
か
、
神
戸
空
港
の
動
き
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

開港６周年
地
方
空
港
で
首
位
１
０
年
度
旅
客
数運航規制緩和が地域発展のカギ

神戸空港マリンエア
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そ
ん
な
状
況
を
少
し
で
も

打
開
し
た
い
と
兵
庫
県
で
は

年
７
―

月
で
３
回
、
関

西
の
航
空
需
要
拡
大
に
つ
い

て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
た
。
首
都
圏
の
代
替
機

能
を
含
め
、
住
民
の
関
西
３

空
港
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
、
３
空
港
の
最
大
活
用
を

進
め
る
機
運
の
醸
成
を
図
る

の
が
狙
い
だ
。
そ
の
中
で
野

村
宗
訓
関
西
学
院
大
学
教
授

は
「
複
数
一
括
経
営
は
航
空

会
社
と
の
契
約
時
な
ど
で
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
関
空
・
伊

丹
の
経
営
統
合
に
は
神
戸
も

含
め
る
べ
き
。
伊
丹
・
神
戸

の
国
際
線
対
応
も
必
要
」
と

講
演
し
た
。
さ
ら
に
同
大
学

の
上
村
敏
之
教
授
も
「
神
戸

は
管
理
収
支
の
実
績
は
黒

字
。
市
債
償
還
費
の
圧
縮
が

課
題
だ
が
、
関
空
・
伊
丹
の

統
合
会
社
を
財
政
的
に
支
え

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
３
港

一
体
運
用
の
可
能
性
を
示
唆

し
た
。
神
戸
市
で
は
医
療
産

業
都
市
構
想
の
も
と
、
国
の

研
究
機
関
や
医
療
関
連
企
業

の
集
積
が
進
み
、
次
世
代
ス

パ
コ
ン
「
京
」
も
今
秋
本
格

稼
働
す
る
。
規
制
が
緩
和
さ

れ
れ
ば
、
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス

が
活
発
化
す
る
ほ
か
、
国
際

線
が
就
航
す
れ
ば
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
や
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム

へ
も
広
が
る
。
神
戸
空
港
の

進
展
は
関
西
や
周
辺
地
域
の

将
来
を
握
る
と
い
え
、
今
後

の
動
向
に
目
が
離
せ
な
い
。

▲神
戸
の
中
心
三
宮
か
ら
わ
ず

か

分
で
行
け
る
の
が
魅
力

の
神
戸
空
港
マ
リ
ン
エ
ア
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神
戸
空
港
は
理
化
学
研
究

所
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

ス
パ
コ
ン

「
京
」

や
神
戸
市
が
進
め
る
医
療
産

業
都
市
構
想
の
も
と
で
大

学
、
製
薬
会
社
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
、
医
療
機
関
な
ど
が

集
積
す
る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
の
さ
ら
に
南
に
位
置
す
る

神
戸
空
港
島
に
あ
る
。
人
口

１
５
４
万
人

２
０
１
２
年

１
月
現
在

の
大
都
市
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
観
光
都
市
神
戸

や
周
辺
地
域
を
背
景
に
、

年
度
の
年
間
旅
客
数
は
２
２

２
万
人
に
達
し
、
地
方
管
理

空
港
の
中
で
は
ト
ッ
プ
と
な

っ
て
い
る
。
２
月
現
在
、
ス

カ
イ
マ
ー
ク
と
全
日
本
空
輸

が
東
京
、
札
幌
、
沖
縄
な
ど

国
内
７
都
市
に
毎
日

便
が

飛
ん
で
い
る
。
利
用
者
は
県

内
だ
け
で
な
く
、
京
都
な
ど

の
関
西
圏
は
も
と
よ
り
、
鳥

取
、
島
根
、
岡
山
、
徳
島
な

ど
周
辺
地
域
に
も
お
よ
ぶ
。

そ
の
旅
客
数
が
多
い
最
大
理

由
は
、
神
戸
の
中
心
部
三
宮

か
ら
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
ポ

ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
で
わ
ず
か

分

最
短
時

分

、
車
で

も

分

８

と
い
う

利
便
性
に
あ
る
。
さ
ら
に
東

京
往
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス

に
加
え
、
長
崎
や
鹿
児
島
な

ど
の
九
州
航
路
も
利
用
を
下

支
え
し
て
い
る
。
九
州
新
幹

線
の
鹿
児
島
ま
で

の
開
通
を
契
機

に
、
新
幹
線
よ
り

割
安
感
の
あ
る
航

空
運
賃
が
見
直
さ

れ
て
お
り

関
西

か
ら
九
州
へ
は
飛

行
機
で

と
の
意

識
の
定
着
も
図
っ

て
い
る
。■

　□
　■

　
空
港
本
体
は
上
向
き
だ

が
、

年
５
月
に
国
土
交
通

省
の
成
長
戦
略
会
議
で
関
空

と
伊
丹
の
経
営
統
合
案
が
示

さ
れ
て
以
降
、
神
戸
空
港
を

取
り
巻
く
環
境
は
一
変
し

た
。
こ
の
統
合
案
は
そ
の
５

カ
月
前
の

月
に
「
神
戸
を

含
む
３
空
港
の
一
元
管
理
」

を
目
指
す
こ
と
で
よ
う
や
く

基
本
合
意
し
た
ば
か
り
の
神

戸
商
工
会
議
所
な
ど
を
含
む

関
西
経
済
界
や
自
治
体
で
つ

く
る
関
西
３
空
港
懇
談
会
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
に
ひ
る
む

こ
と
な
く
当
時
の
神
戸
商
工

会
議
所
な
ど
経
済
５
団
体
は

年
８
月
に
「
神
戸
空
港
の

自
立
化
」
に
向
け
て
地
元
選

出
国
会
議
員
６
人
と
の
懇
談

会
を
東
京
で
開
い
た
。
さ
ら

に
兵
庫
県
知
事
、
神
戸
市

長
、
神
戸
商
工
会
議
所
会
頭

ら
が
代
表
幹
事
を
務
め
る
神

戸
空
港
利
用
推
進
協
議
会
で

は
要
望
書
「
神
戸
空
港
の
活

用
に
関
す
る
要
望
」
を
同

月
、
国
土
交
通
大
臣
ら
に
提

出
し
た
。
そ
の
要
望
は
、
関

西
３
空
港
の
一
体
的
効
率
的

運
用
と
そ
れ
に
至
る
ま
で
の

先
行
的
な
神
戸
空
港
の
機
能

充
実
と
規
制
緩
和
で
、
運
用

時
間
の
延
長
、
発
着
枠
の
拡

大
、
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運

航
規
制
の
緩
和
な
ど
だ
。

　
関
空
と
伊
丹
の
統
合
法
は

年
５
月
に
衆
院
本
会
議
で

可
決
・
成
立
し
た
。
予
定
で

は

年
４
月
１
日
に
政
府
の

全
額
出
資
に
よ
る
新
会
社

「
新
関
西
国
際
空
港
会
社
」

を
設
立
、
７
月
に
経
営
統
合

し
、

時
間
運
用
の
関
空
と

都
市
部
に
位
置
す
る
伊
丹
の

利
点
を
生
か
し
て
ア
ジ
ア
の

拠
点
空
港
を
目
指
す
。
神
戸

市
や
神
戸
商
工
会
議
所
な
ど

で
は
今
で
も
「
３
空
港
を
一

体
運
用
し
、
そ
の
価
値
を
最

大
限
生
か
す
こ
と
が
関
西
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
」
と
の

認
識
は
変
え
て
い
な
い
。
３

空
港
の
一
体
的
効
率
的
運
用

を
国
に
働
き
か
け
て
い
る
。


